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JRA育成馬のゲート目標について 

 

JRA 育成馬に対するゲート馴致は、騎乗馴致と平行して実施し、馬に理解をさせながら、恐怖心を与え

ることなく、時間をかけて実施しております。 

設定された最終段階（ゲート目標クリア）まで、ほとんどすべての馬が到達していますが、各馬の状況に

ついては、個別ページをご参照ください。 

 

 

○第１段階：ゲートに対する馴致 

ゲートが安心できる場所であることを馬に学習させるために、ゲートは日常の運動中に身近に見える場

所に設置します。また、引き馬・ドライビングの段階での通過にはじまり、騎乗して幅の広い練習用ゲート

の通過、競馬で使用する物と同じ幅のゲートの通過と、毎日の調教時に通過させることで徐々にゲートに

慣らします。 

 

引き馬やドライビングの段階から、十分ゲートを通過させ、恐怖心を取り除くようにします。 

 

○第 2段階：ゲートでの駐立と扉の閉鎖 

 次に、ゲートの扉を開いた状態で駐立することに慣らします。その後は前扉が開いた状態で駐立させ、

後躯を十分にパッティングしてから後ろ扉を閉めます。この時に馬が落ち着いているようであれば、騎乗

者の扶助で少し後退させて、後ろ扉に臀部が触れることを経験させます。最後に前扉を閉めて最終的な

ゲート内での駐立に慣らします。 

○最終段階：ゲート目標クリア 

 前後の扉を閉鎖しても馬がリラックスした状態で駐立できたら、以下の手順で発進馴致の確認を行いま

す。この確認は 12月以降に実施し、3月にも再度行い、「ゲート目標クリア」としています。 
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ゲート目標クリアの確認手順 

 

１） 前扉を閉め、騎乗した状態でゲートに入れる 

２） 後ろ扉を閉める 

３） ゲート内でおとなしく 10秒程度駐立させる 

  

４） 前扉を開け、騎乗者の扶助により常歩で発進する 

 

 

JRA ではジャンプアウトまでの馴致は行っていませんが、ゲートの前扉が開くとともに、騎乗者の扶助

により常歩でスムーズに出ることができるところまで練習しています。 

 

目標達成後も毎日、扉のないゲートを落ちついた状態で常歩通過しています。このような状態でトレセンに

バトンタッチできるよう心掛けています。 
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